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抗議文 

 

 このたび、貴国が昨年１１月に臨界前核実験を実施したとの報道に接し

ました。 

 一昨年５月にも貴国の臨界前核実験に対する抗議文を送付し、厳重に抗

議したにも関わらず、再び核実験を行ったことは、核兵器禁止条約の発効

をはじめ、核兵器廃絶への多くの人々の願いと国際社会の努力に逆行し、

私たちが暮らすアジア地域のみならず、世界の平和と安全を脅かすもので

あり、激しい憤りを覚えます。 

 私たち帯広市民は、核兵器のない真の世界平和の実現に向けて、貴国が

核軍縮に取り組み、再度の核実験及び核開発につながるすべての行為を行

わないよう強く求めます。 

 上記抗議内容について、本国へ伝達されるようお願いいたします。 

   

 ２０２１年１月２６日 

 

                    帯広市長  米沢 則寿  

 

 


